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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月3日(2015.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　共通コアに結合された２以上のインダクタと、
　少なくとも１つの能動スイッチが入力電流路内にある２以上の能動スイッチと、
　ＤＣ入力が前記２以上のインダクタのうちの１つ以上を通して送られ、前記共通コア上
の実効インダクタの総数が前記２以上の能動スイッチの状態に基づいて変化し、伝達比モ
ードの変化に基づいて電力変換動作が実施されるように、前記２以上の能動スイッチを操
作するコントローラと、
　を備えるＤＣ－ＤＣコンバータであって、
　前記ＤＣ－ＤＣコンバータは、入力ノード及び出力ノードを有し、
　前記ＤＣ入力は、コンデンサを備えない経路に沿って、前記入力ノードから前記出力ノ
ードに送られる、
　ＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項２】
　前記電力変換動作がブースト動作である、請求項１に記載のＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項３】
　前記電力変換動作がバック動作である、請求項１に記載のＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項４】
　前記電力変換動作がフライバック動作である、請求項１に記載のＤＣ－ＤＣコンバータ
。
【請求項５】
　受動スイッチをさらに含む、請求項１に記載のＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの入力スイッチが入力負荷特性を監視する、請求項１に記載のＤＣ
－ＤＣコンバータ。
【請求項７】
　少なくとも１つのスイッチが出力負荷特性を監視する、請求項１に記載のＤＣ－ＤＣコ
ンバータ。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの入力スイッチが残りのスイッチより大きい、請求項１に記載のＤ
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Ｃ－ＤＣコンバータ。
【請求項９】
　前記出力ノードにセラミックコンデンサをさらに含む、請求項１に記載のＤＣ－ＤＣコ
ンバータ。
【請求項１０】
　前記コントローラが２５％以上のデューティサイクルのみを採用する、請求項１に記載
のＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項１１】
　共通コアに結合された２以上のインダクタと、
　少なくとも１つの能動スイッチが入力電流路内にある２～４の能動スイッチと、
　ＤＣ入力が前記２以上のインダクタのうちの１つ以上を通して送られ、伝達比モードの
変化に基づいて、バック、ブーストおよびフライバック電力変換動作が交互に実施される
ように、前記２～４の能動スイッチを操作するコントローラと、
　を備えるＤＣ－ＤＣコンバータであって、
　前記ＤＣ－ＤＣコンバータは、入力ノード及び出力ノードを有し、
　前記ＤＣ入力は、コンデンサを備えない経路に沿って、前記入力ノードから前記出力ノ
ードに送られる、
　ＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項１２】
　受動スイッチをさらに含む、請求項１１に記載のＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの入力スイッチが入力負荷特性を監視する、請求項１１に記載のＤ
Ｃ－ＤＣコンバータ。
【請求項１４】
　少なくとも１つのスイッチが出力負荷特性を監視する、請求項１１に記載のＤＣ－ＤＣ
コンバータ。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの入力スイッチが残りのスイッチより大きい、請求項１１に記載の
ＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項１６】
　前記出力ノードにセラミックコンデンサをさらに含む、請求項１１に記載のＤＣ－ＤＣ
コンバータ。
【請求項１７】
　前記コントローラが２５％以上のデューティサイクルのみを採用する、請求項１１に記
載のＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項１８】
　ＤＣ入力を受け取ることと、
　２５％～１００％の交流デューティサイクルをもつ制御信号を能動スイッチに印加する
ことと、
　前記制御信号に応答して、共通コア上の２以上のインダクタのうちの少なくとも１つを
通して前記ＤＣ入力を送り、伝達比モードの変化に基づいて、バック、ブーストおよびフ
ライバック電力変換動作を交互に実施することと、
　を含み、
　前記ＤＣ入力を送ることは、コンデンサを備えない経路に沿って、入力ノードから出力
ノードに前記ＤＣ入力を送ることを含む、
　ＤＣ電力変換方法。
【請求項１９】
　入力負荷特性を監視するための能動スイッチを採用することをさらに含む、請求項１８
に記載の方法。
【請求項２０】
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　出力負荷特性を監視するための能動スイッチを採用することをさらに含む、請求項１８
に記載の方法。
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